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桑冬芽の休眠からみた南西諸島

における栽培桑の品種選定条件
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Abstract
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IntheSouthWestlslands,anativemulberry(Shimaguwa)whichisasexcellentas

thenativemulberriesofmainlandJapaninfoodvalue，haslbeennotedpreviously

andisstillgrowingthere，Ｓｈｉｍａｇｕｗａｈａｓｎｏｄｏｒｍａｎｃｙｏｆｗｉｎｔｅｒlbuds，and,although
ithasagrowthrhythm,itcontinuesgrowingalltheyeaｒround》presentingafavorable
conditioninsilkwormrearing、Buttheproblemofestablishingthetrainingtechnique
whichistobederivedfromthesproutingofmanylateralbranches,ｉｓleft・Accord‐

ingly，thevarietiesinwhichthelateralbｒａｎｃｈｄｏｅｓｎｏｔｓｐｒｏｕｔａｓｉｎｔｈｅｃａｓｅｏfthe
nativemulberriesofmainlandJapan,andinwhichthetechniqueoftrainingiseasyand
thenormalgrowthiscarriedoutintheSouthWestlslands,areproposedasasulbject・
Fordealingwiththissubject,theselectionofthevarietiesinwhichthedormancyof
winterbudsisnegligilble，ｔｈａｔｉｓ，inwhichchillingrequirementintheterminationof
dormaｎｃｙｉｓｓｈｏｒｔｉｎｔｉｍｅｏｒｓｃａｒｃｅｌｙnecessary，becomesanindispensablecondition．
Thewarm-regiontVpedvarieties，Wasemidori，Atsubamidori，Minamisakari，orthe
varietiesinwhichthedormancyexistslessthanintheabovementionedvarieties,are

required，Ｉｎａddition，theintroductionofmulberriesgrowinginThailandinwhich
thedormancVofthewinterbudsisnotexistent,aswithShimaguwa,ｉｓproposed．

１．はじめに

現在南西諸島方面への養蚕の振興，拡大充実ということが問題になってきている。これ

に対して桑の充分な供給が必須条件の一つとなっている。農林水産省蚕糸試験場および鹿

児島県蚕業試験場は目下これらの問題に対して鋭意取組み中である。

今本論に入る前に桑の冬芽の休眠について現象面からの研究の経過を辿ってみて参考に

供したいと思う。桑の冬芽の休眠という言葉が問題になり始めたのは，今を去る50年前の

1930年のことであった。東京高等蚕糸学校の助教授であった田村政雄6）が蚕糸学報,第１２
巻，第３号に「東京地方の冬期異常気象下に於ける桑冬芽の不時発育に就ての一考察」と
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いう報告を出した時に始まる。田村らは前年の12月の気候が例年になく気温がすこぶる高

く，また湿度も高かったことを指摘し，これらの気象的原因により桑の冬眠期（休眠期）

であるにもかかわらず桑の冬芽が活動を開始して膨芽あるいは発芽の状態を呈したことは

極めて稀有の事例であって桑の発育上●興味ある事柄だと思考した。そして観察あるいは二

三の実験を行ない，(1)東京地方に於て12月中旬以後の気温が異常に上昇すれば桑冬芽の開

発を促し，之を生長せしめ所謂休眠を短縮せしむ｡(2)桑は冬期の所謂休眠期に於て品種に

より気温に対.する感応性を異にす。(3)東京地方に移植せられたる桑の品種中暖地の原産の

ものは異常高気温中比較的低気温にて休眠を破り冬芽の開発をみるも，寒地の原産のもの

は之に反するもののようである。以上の３項目を摘要として挙げた。

その後，当時農林省蚕糸試験場桑樹部長であった浜田成義2）が1931年に｢桑樹冬芽の休

眠に就て」を蚕糸学雑誌第２巻にやや詳細に報告した。浜田は桑冬芽の休眠を２時期に分

け，１，月までを休眠期，１２月中旬以降４月の発芽までを冬眠期として区別することを提唱

した。すなわち田村らが報告した冬期の異常発芽に対し浜田は冬眠期であればこそ高温度

の影響を受けて膨芽が起ると理解した。

以後，著者7）は1962年に鹿児島地方での桑冬芽の休眠期について調査し，浜田が行なっ

た東京地方と略同様の,0月，，１月が休眠期（自発的休眠期),12月中旬以降３月の発芽まで

冬眠期（他発的休眠期）であることを品種収穫一および改良早生十文字で確認した。なお，

休眠期とは冬芽それ自体の内的条件，制約によって発芽不可能な状態の時期を言い’冬眠

期とは冬芽それ自体に発芽能力があるが外界条件主として冬の温度の低下の制約を受けて

発芽不可能な時期を言う。

２．品種選定条件

本題を論ずる前にその論拠となる桑冬芽休眠状態の品種間差異ならび､に休眠解除に要す

る低温時数（Cihi破れｇγeg皿γeｍｅ抑t）について先ず述べなくてはならない。著者7）はさき

の1962年に品種の収穫一と改良早生十文字との間に休眠状態の深浅に差異があることを認

め，収穫一は深く，改良早生十文字は浅いことを報告した。続いて1973年8)に更に桑６品

種を用いて，それらの休眠状態に品種間差異のあることを報告した。すなわち山桑系とし

て伊達赤木，藤助，白桑系として一の瀬，魯桑系としてわせみどり，あつばみどり，露国

野桑を用い，休眠開始期と思われる９月30日からほぼ休眠(自発的休眠)が覚醒し冬眠（他

発的休眠）に入る12月25日まで適当な間隔をおいて桑条を採取して冬芽の休眠状態を常法7）

により調査した。その結果，山桑系の伊達赤木と藤助は９月30日から12月25日まで､休眠状

態を続け，休眠期間がながく，かつ深い。白桑系の一の瀬は１０月１６日から休眠に入り，以

後12月25日まで､完全に休眠は覚醒していないにしても，山桑系の２品種に比べて，より発

芽し易い状態にある。次に魯桑系のわせみどり，あつぱみどり，露国野桑の３品種は調査

した９月３０日より１２月２５日まで常に発芽しやすい状態にあり休眠期間も短期間で，かつ休

眠も浅いことが分った。以上の結果と春の発芽も合わせて要結すれば，山桑系品種は休眠

が深く春の発芽も遅く，白桑系品種は休眠の深さも中間で春の発芽も中間の早さであり，

魯桑系品種は休眠は浅く春の発芽も早いことが分った。また，これら各系内の品種間にお
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いてもその休眠の深浅の程度の差が認められた。

休眠状態に入った冬芽は自然状態では冬の低温を充分受けてはじめて解除され翌春正常

良好な発芽をみることができる。もし冬に充分な低温を冬芽が受けなかった場合翌春の発

芽に種々な支障が観察される。例えば桑（一の瀬）を低温（１５℃以下）に会わせないよう

に温室で栽培すると翌春の発芽が著しく遅れることが著者9)によって認められている。ま

た，各品種によって冬芽の休眠解除に要する低温時数が異なるものと推察できる。そこで

1978～1980年に亘ってその低温要求時数について収穫一，一の瀬，わせみどり，あつぱみ

どりについて低温５℃，７℃を使用して調査した。その大要を述べれば暖地向けに開発さ

れた休眠期間の短いそして浅いわせみどり，あつぱみどりは休眠解除に対して低温要求時

数が短かく，小さいが，比較的寒地向けの休眠期間のながくそして深い収穫－，一の瀬は

ながく，大きいことが判明した。

日本本土で栽培している桑品種一の瀬のような品種を奄美大島で栽培すると，春の発芽

の遅延，不規則性その他の異常がみられ，それらの桑は数年後枯死することが知られてい

る｡また種子島では品種一の瀬の不発芽が本土に比べて多いことが認められている。これ

ら奄美大島，種子島等で起る桑栽培にとって不適当な現象は，おそらくその地域が受ける

不充分な冬の低温すなわち休眠した冬芽が不充分な低温のため充分な休眠解除ができない

ため起る現象と推察される。前述した通り１５℃以下の低温に会わせず温室で､桑を栽培した

場合’春の発芽が著しく遅れ，更に発芽しても条先端数芽に限られ不発芽が多い現象が観

察される。このような状態を毎年繰返せば数年にして桑は正常な生育ができず消滅するも

のと思われる。種子島での不発芽が多発する原因の一つに低温遭遇の不充分さを挙げるこ

とができると』思われる。

奄美大島名瀬での冬の平均最低気温は略11℃である。この奄美大島で桑を栽培するとす

れば如何なることが品種選定条件になるかと言うと’既に前述したとこで略推察できる通

り桑冬芽の休眠が浅く，休眠解除に対する低温要求度（ＣＭＩingγeg況iγeｍｅ抑t）が小さい

品種で僅かな低温により休眠が充分解除でき’春の発芽が正常に進行できる品種というこ

とである。日本栽培桑の山桑系，白桑系は不適当であり，暖地向けに開発された魯桑系の

休眠が浅いわせみどり，あつばみどり等の品種あるいは更に休眠の浅い品種が適当かと思

われる。沖緬諸島では更に冬の低温は存在しないのであるから休眠のない品種が適当と解

される。種子島をはじめとして南へ行くに従い休眠の浅いあるいは休眠のない品種がその

島での栽培桑の選定条件となる。

既に奄美大島には大島桑，沖縄諸島には沖蝿桑が在来の島桑として存在している。これ

らの桑は高田ら（1975)５）によれば冬芽の休眠がない桑として知られている。これら島桑

を利用することが最も近道で妥当であるが，多収穫を目的として栽培した場合側枝が多発

して伐採時期すなわち仕立技術の確立3,4)が期待されている。この点側枝の出ない日本本土

桑の休眠が浅いあるいはない桑を育成することが望まれる。

また東南アジア例えばタイ国で栽培されている桑の導入も考えられるのではなかろうか。

タイ国の栽培桑には五島（1971)'）によれば生長のリズムはあるが芽の休眠がないことが

認められている。農林省蚕糸試験場九州支場の岩田益によれば５℃以下の温度さえなけれ
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ぱ日本でも充分栽培できることを認めている。特に亜熱帯地方である南西諸島の奄美大島

沖縄諸島には適しているのではなかろうか。

３．おわりに

南西諸島には既に島桑として蚕に対する飼料価値も日本本土桑と匹敵するほどの在来桑

が存在している。島桑は芽の休眠がなく，生長のリズムがあるとはいえ，一年中生長し，

蚕の飼育上好都合な条件を備えている。しかし側枝多発という現象から仕立栽培技術の確

立という問題を残している。しからば日本本土桑のような側枝のでない仕立技術の容易な

桑であってしかも南西諸島で正常な生育をする品種はないかという問題が提起される。こ

れに対しては冬芽の休眠の浅い，あるいは休眠のほとんどないすなわち休眠解除に要する

低温時数の少い，あるいはほとんど必要としない品種が選定の必要条件となってくる。現

在存在する暖地向きの桑品種わせみどり，あつばみどり，みなみさかり，あるいはそれ以

上の休眠のない品種の育成が望まれる。あるいは島桑と同様に芽の休眠がないタイ国で栽

培されている熱帯桑の導入も考えられるのではなかろうか。この文を終るに当り，いささ

か我田引水のきらいなきにしもあらずの感がするが，今後の南西諸島方面への栽培桑を選

定する場合の考え方に対して何等かの参考になれば幸いで､ある。
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